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歳入・歳出 74億6360万円

賛成多数で可決 な
ん
ぶ
暮
ら
し
の
予
算
を
審
査

一般会計 10人
３人

賛成
反対

《当初予算の内訳》
　令和４年度の一般会計予算は、
里山テレワーク環境整備事業、し
ごとマッチング事業、町営AIデマ
ンド乗合タクシー運行整備事業な
どの新規事業と継続事業の汗かく
農業者等支援事業、森林整備促進
事業など対前年比プラス10.0％
の大幅増の予算となった。

令和４年度
当初予算

３月定例議会報告

令和４年度3月定例議会が、３日から23日までの会期で開催された。令和
４年度一般会計・特別会計予算、条例の制定、１件の人事案件、令和３年
度一般会計補正予算など、28議案と１件の陳情請願、３件の議員発議案を
審議した。結果１件の陳情請願を否決、１件の議員発議を否決し、他全て
の案件を可決した。

３月
定例議会

討
論

反対
　緑水湖周辺でのお金の使い方が、おかし
い。緑水湖周辺の施設の存否も含めて今後の
計画を出してくるということだったのに、計
画もない段階で、里山テレワーク事業、コ
テージと研修館を改修する新年度予算が出て
くる。これが、アフターコロナとといいなが
ら建物の改修工事費ばかりで住民の理解が得
られるとは思わないので反対する。
　しごとコンビニ事業も、予算額２２３１万
円は、ほとんど人件費だ。費用対効果を考え
た場合、２０００万円の人件費を投入してど
れだけ仕事のマッチングが出来るか大変疑問
であり反対だ。

賛成
　この予算は、何より今、継続中の新型コロナ
ウイルス感染症対策のものであり、住民がワク
チン接種を受けるのにとても重要な予算である｡
光ファイバー整備事業は、他の市町村に遅れて
いる本町にとっては大変重要な予算である。時
代に取り残されない、時代とともに歩むため一
日も早く完成させることだ。公共交通は、現在
の町営デマンドバス運行を，ＡＩデマンド乗合
タクシー運行事業に変更し、進化させる計画
で、住民が利用しやすいものに逐次見直してい
くものだ。
　以上の点から賛成する。

歳入

地方消費税交付金 　2億2349万円　3.0%
地方譲与税                  8769万円　1.2%     
地方特例交付金          　  453万円　0.1%
自動車取得税交付金    　 552万円　0.1%
ゴルフ場利用税交付金  　480万円　0.1%
利子割交付金              　  98万円　0.0%
交通安全対策特別交付金　 83万円　0.0%
配当割交付金             　 636万円　0.1%
株式譲渡所得割交付金　  619万円　0.1%

町税
96億9965万円
13.0%

23.6%
17億4245万円

繰入金
45億6345万円

6.1%

諸収入 6890万円　0.9%

地方交付税
34億7900万円
 46.6%

県支出金
5億6302万円
7.5%

国庫支出金
8億1224万円
    10.9%

町債
5億280万円
6.7%

分担金及び負担金 7767万円　1.0%

財産収入　　　　　4272万円　0.6%
使用料及び手数料　2989万円　0.4%
繰越金              　 4799万円　0.6%
寄附金              　  7200万円　1.0%

自主
財源

76.4%

依存財源

歳出

民生費
23億1808万円
31.1%

総務費
17億7960万円
23.9%

公債費
6億6017万円
8.9%

衛生費
9億6805万円
13.0%

教育費
6億736万円
8.1%

土木費
3億8257万円
5.1%

農林水産業費
5億6730万円
7.6%

議 会 費　 8481万円　1.1%
消 防 費　 5493万円　0.7%
商 工 費　 2942万円　0.4%
予 備 費　 1068万円　0.1%  
災害復旧費　      1万円　0.0%

49億354万円

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和４年度一般会計予算
議員名（議席番号順）

しごとマッチング事業

令和４年度当初予算一般会計の主な事業

しごとコンビニ事業で、短時間なら働ける中高年や子育て世代の
希望に沿った短時間ワークシェアリングにより求職と求人をつな
ぐ。

光ファイバー整備事業 町内に光ファイバーの幹線整備が完了したので、引込み業務を行
い、住民へのサービスを開始する。

里山テレワーク環境整備事業
1億167万円  

2億6290万円  

2231万円  

汗かく農業者等支援事業 小規模農業者の生産性向上、新規販売作物の作付や販売促進を図
り、地域の農地保全や農業の継続を支援する。今年度は、農業機
械の購入補助を半額上限２０万円まで行う。3032万円  

里地里山環境をベースに緑水湖研修センター及び虹の村コテー
ジを改修し、都市部と遜色ない通信・働く環境を整備する。

町営AI デマンド乗合
タクシー運行整備事業
936万円  

現在の路線運行を行っている町営バスを、ドアツードアの乗合
タクシー型に進化させ、より利便性の高い公共交通の仕組みを
導入する。

新

新

新

新
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３月議会報告　陳情・追加議案・議員発議

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

陳情第1号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ごみ発電がどこまでできるのか。国の政策
変更によりプラスチックが燃やせないとい

うリスクも抱えている。全量リサイクルで考えるべき
だ。

賛成 基本構想の方針ではまず市町村がごみ
の減量化に取り組むこととなってい

る。その後のごみ発電でCO2削減やコスト削減も可
能となる。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第29号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 公務員の給与を下げるということは、一般
の産業にも影響してくる。地元に1000万

円のお金が落ちなくなり、今の時期にやるべきことで
はない。

賛成 コロナの関係で多くの方の生活が大変
で、社協の生活福祉資金を利用されて

いる。そういう実態があり公務員の皆さんもこの引
下げを受け入れてほしい。

陳情 陳情第1号 西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設
整備基本構想の見直しを求める陳情 賛成少数で不採択

追加 議案第29号 南部町職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて 賛成多数で可決

議案第30号 南部町特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について 全会一致で同意

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

発議案第４号
議員名（議席番号順）

討
論

反対 最低賃金1500円は、中小や零細企業に
とっては難しい。会社を維持するために人

員整理が必要となる場合や倒産の危機に陥ることも考
えられる。

賛成 このことは労働者サイドが求めている
ことだ。私たちも決して1500円に上

げたらいいとだけは言っていない。国の政策が変わ
ることも併せて必要だ。

発議 発議案第２号 南部町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

発議案第３号 令和４年度水田活用の直接支払い交付金に関する
意見書

発議案第４号 最低賃金の見直しと中小企業支援策の拡充
を求める意見賞

全会一致
で同意

がんばれふるさと寄付金事業

【令和3年度補正予算の審査結果】・・・ 全員一致で可決

歳入歳出予算額から1385万円を減額し、80億1144万円とする。
主な事業

399万円増額
12月補正では7800万円の寄付額を想定していたが想定以上の寄付があり、係る経費を増額す
るもの。

（理由）

高校生サークル国際交流事業 187万円減額
北海道での研修を予定していたが新型コロナウイルス
感染拡大により事業実施が困難となったため。

（理由）

一般被保険者療養給付費給付事業 5132万円増額
5月から1月までの支給決定実績が令和2年度と比べ約6000万伸びており多くの支出が見込ま
れるため。

（理由）

維持管理費 411万増額
落雷により故障した発電設備の修繕費用について共済
金額が確定したため。

（理由）

有害鳥獣駆除事業 440万円減額
ワイヤーメッシュ等侵入防止柵の申し込みが当
初予算を下回ったため。

（理由）

●令和3年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算
歳入歳出予算額に5524万円を追加し、13億5454万円とする。

●令和3年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算
歳入歳出予算額に4万円を追加し、2億4796万円とする。

●令和3年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算
892万円を令和４年度に繰り越した。

●令和3年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算
歳入歳出予算額に411万円を追加し、7061万円
とする。

●令和3年度南部町病院事業会計補正予算
収益的収入は776万円を追加し、25億178万円とする。
収益的支出は286万円を追加し、24億1086万円とする。
資本的収入は457万円を追加し、4億5231万円とする。
資本的支出は457万円を追加し、5億7088万円とする。

賛成少数で否決

ワイヤーメッシュ

パワーコンディショナー

●令和3年度一般会計補正予算
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一般質問

６

令和４年３月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

30

30

20

30

30

30

30

30

30

荊尾　芳之

﨏田　光雄

米澤　睦雄

板井　　隆

加藤　　学

仲田　司朗

亀尾　共三

真壁　容子

細田　元教

１

２

１

２

１

１

１

２

１

２

１

２

３

１

２

１

２

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

農業振興

新年度事業

移住定住施策

林業施策

買い物困難者への支援

人口減少対策

米価下落対策

特別障がい者手当

過疎化に伴う今後の農業政策

地域振興協議会

新型コロナウイルス利用者負担軽減を求める

PCR検査の実施について問う

補聴器の購入補助軽度を求める

公立保育園の維持

ケア労働者の待遇改善

令和４年度の重点施策

コロナ施策

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
野

山
の
花
も
咲
き
誇
る
春
を
迎
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
、
な

か
な
か
終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
、
先
が
見
通
し
づ
ら
い
世
情
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
の
予
算
等
を
審
議
す
る
令
和
４
年
３
月

議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ

た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
執
行
部
提
案
28
議
案
、
議
員
発
議
３
議
案
、
陳
情
１
議

案
の
合
計
32
議
案
の
審
査
を
行
い
、
執
行
部
提
案
に
つ
い

て
は
全
議
案
を
可
決
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
２
議
案
を

可
決
、
１
議
案
を
否
決
、
陳
情
は
１
議
案
を
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

　
議
会
二
日
目
に
は
、
南
部
町
議
会
と
し
て
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
決
議
を
行
い
、
戦
争
反

対
、
平
和
へ
の
希
求
の
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
心
と
な
る
新
年
度
一
般
会
計
予
算
に
は
、

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
諸
事
業
に
加
え
て
、
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
行
政
と
し
て
も
対
応
し
よ
う
と
す
る
事
業
に
多

額
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
賛
否
の
中
心
的
な
争
点
と
な
り

ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
初
日
に
は
町
長
に
よ
る
令
和
４
年
度
の
所
信
表
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
や
地
域
活
力
の
低
下
な
ど
、

私
た
ち
南
部
町
が
抱
え
る
問
題
は
年
々
そ
の
深
刻
度
を
増

し
て
き
て
い
ま
す
。
執
行
部
に
よ
る
政
策
立
案
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
よ
り
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
議
会
サ
イ

ド
か
ら
の
政
策
提
案
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長
　
景
山
　
浩

南
部
町
の
農
業
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
、
町
長
の
考
え
を
問
う
。

春
先
の
霜
や
７
月
の
豪
雨
、

８
月
の
高
温
な
ど
、
農
作
物

の
栽
培
に
は
厳
し
い
状
況
で
収
穫
に

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
行
動
の
減

少
で
、
主
食
米
な
ど
農
産
物
の
買
取

価
格
が
供
給
過
多
に
な
り
不
安
定

だ
。
果
樹
で
は
、
富
有
柿
が
霜
に
加

え
、
炭
疽
病
の
蔓
延
と
収
穫
時
の
軟

化
症
状
に
よ
り
収
穫
量
が
激
減
し

た
。

農
業
の
経
営
規
模
別
に
農
家

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
掴
ん

で
い
る
か
問
う
。

町
農
業
再
生
協
議
会
が
管
理

す
る
水
田
情
報
シ
ス
テ
ム
か

ら
規
模
別
の
農
家
戸
数
を
集
計
す
る

と
、
米
の
作
付
が
１
ha
以
下
の
生
産

者
は
、
約
７
０
０
戸
で
、
兼
業
と
思

わ
れ
る
。
１
ha
か
ら
５
ha
は
、
70
戸

で
、
兼
業
と
退
職
後
の
就
農
者
の
専

業
も
あ
る
と
思
う
。
５
ha
以
上
は
11

戸
で
、
専
業
で
す
。
米
価
下
落
に
よ

る
減
収
状
況
は
、
１
ha
で
約
23
万
円

で
す
。

な
ぜ
今
回
は
、
10
ａ
当
た
り

４
千
円
等
の
助
成
で
は
な
く

機
械
の
購
入
補
助
な
の
か
問
う
。

現
金
給
付
策
を
と
っ
た
場

合
、
小
規
模
な
場
合
は
、
１

万
円
で
あ
っ
た
り
２
万
円
が
経
済
貯

金
の
中
に
入
る
。
そ
の
こ
と
で
本
当

に
農
家
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
る

か
。
今
回
、
半
分
は
本
人
負
担
で
、

３
千
万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
の

で
、
６
千
万
円
の
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。
米
農
家
だ
け
で
な
く
草
刈

り
等
の
機
械
は
、
農
業
で
は
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
。

令
和
４
年
度
の
農
業
対
策
、

農
家
支
援
を
ど
の
よ
う
に
講

じ
る
か
問
う
。

令
和
３
年
度
は
、
突
発
的
な

気
候
変
動
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
消
費
低
迷
の
社
会
変
動
に
よ

荊
尾

町
長

町
長

町
長

町
長

荊
尾

荊
尾

荊
尾

荊尾芳之 議員

農
業
振
興

Ｑ 

農
家
支
援
策
は

Ａ 

小
型
農
業
機
械
の
整
備
を
支
援

り
、
農
業
全
般
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
農
家
の
活
動
意
欲
の
減
退
が
懸

念
さ
れ
る
。
農
家
の
方
々
が
前
を
向

い
て
元
気
に
農
業
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
に
「
汗
か
く
農
業
者
等
支
援
事

業
」
の
拡
充
を
図
り
、
小
型
農
業
機

械
の
整
備
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

農
業
共
済
の
農
家
負
担
掛
け
金
及
び

収
入
保
険
の
保
険
料
の
一
部
を
補
助

す
る
。

農
業
施
策
を
今
後
ど
う
進
め

る
か
問
う
。

農
地
の
利
用
増
進
と
担
い
手

の
育
成
、
ス
マ
ー
ト
農
業
等

の
新
た
な
生
産
方
針
の
導
入
を
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
。
農
地
利
用

は
、
水
田
農
業
は
町
農
業
再
生
協
議

会
が
推
進
す
る
水
田
収
益
力
強
化
ビ

ジ
ョ
ン
を
基
に
産
地
づ
く
り
等
の
転

作
や
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
需
要
に
見

合
っ
た
米
づ
く
り
の
目
標
を
立
て

て
、
水
田
農
業
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
果
樹
農
業
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
施

設
園
芸
は
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想

の
計
画
づ
く
り
の
中
で
、
観
光
６
次

化
を
含
め
た
生
産
振
興
策
を
検
討

し
、
果
樹
園
の
利
用
促
進
を
図
る
。

そ
し
て
、
山
間
部
等
の
農
業
の
条
件

不
利
地
で
は
、
中
山
間
地
域
の
直
接

支
払
制
度
や
町
の
地
域
奨
励
作
物
支

援
事
業
、
エ
ゴ
マ
な
ど
を
奨
励
し
、

農
地
の
利
用
増
進
や
担
い
手
の
育
成

な
ど
に
支
援
を
行
う
。

町
長

荊
尾
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現
在
の
空
き
家
の
利
用
状
況

を
問
う
。

42
件
の
空
き
家
物
件
を
借
り

上
げ
、
95
名
の
方
に
活
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
毎
月
３
件
か
ら
４

件
の
入
居
相
談
が
あ
り
、
令
和
３
年

度
は
29
世
帯
70
名
の
方
か
ら
相
談
を

い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度
か
ら
現
在

ま
で
に
51
世
帯
、
１
２
５
名
か
ら
入

居
の
相
談
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

移
住
者
か
ら
の
意
見
は
把
握

し
て
い
る
の
か
問
う
。

な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構

の
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
を
整
え
、
意
見
等
の
把
握
を
し

て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
は
広
い
庭

付
き
の
一
戸
建
て
に
安
い
家
賃
で
暮

ら
せ
る
と
か
、
地
域
と
の
付
き
合
い

を
心
配
さ
れ
る
方
へ
も
、
区
長
を
紹

介
し
て
頼
れ
る
方
が
分
か
り
安
心
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
想
像
以
上
に
地
域
の
役
目
が

多
い
こ
と
や
、
湿
気
の
多
さ
や
隙
間

風
、
虫
の
侵
入
に
困
っ
た
と
い
う
意

見
も
う
か
が
っ
て
い
る
。

移
住
定
住
施
策
の
成
果
と
課

題
を
問
う
。

成
果
と
し
て
は
、
若
い
世
代

の
方
や
子
ど
も
の
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
集
落
が
元
気
に

な
っ
た
と
か
、
空
き
家
の
所
有
者
か

ら
は
わ
ざ
わ
ざ
帰
っ
て
き
て
管
理
を

し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
と
い
う
声

を
聞
い
て
い
る
。

　
一
方
、
入
居
の
相
談
は
あ
る
が
す

ぐ
に
紹
介
で
き
る
物
件
が
足
り
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
を
問
う
。

移
住
者
の
方
に
案
内
で
き
る

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
、
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
物
件

を
状
態
の
良
い
う
ち
に
提
供
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
と
掘
り
起

こ
し
を
引
き
続
き
行
う
。

　
今
後
ま
だ
ま
だ
増
加
す
る
と
予
想

﨏
田

町
長

町
長

町
長

町
長

﨏
田

﨏
田

﨏
田

﨏田光雄 議員

移
住
定
住
施
策

Ｑ 

今
後
の
展
望
を
問
う

Ａ 
空
き
家
の
提
供
や
掘
り
起
こ
し
を
お
こ
な
う

林
業
施
策

Ｑ 

排
除
木
伐
採
の
補
助
を
求
め
る

Ａ 

私
有
財
産
な
の
で
出
来
な
い

さ
れ
る
空
き
家
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地

域
振
興
協
議
会
の
協
力
も
得
て
、
働

き
か
け
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

一般質問

買
い
物
困
難
者
の
支
援
に
つ

い
て
以
前
も
質
問
を
し
た
が

方
向
性
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で

再
度
質
問
す
る
。

　
昨
年
の
９
月
議
会
で
買
い
物
困
難

者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
最
新
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

最
終
的
に
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
号

を
普
段
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

る
31
人
の
方
か
ら
現
状
等
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
買
い
物
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、
週

２
回
以
上
が
17
人
、
週
１
回
以
上
が

12
人
、
そ
れ
以
外
が
２
人
で
あ
っ
た
。

　
購
入
さ
れ
る
品
物
は
、
お
菓
子
、

パ
ン
等
の
嗜
好
品
の
ほ
か
肉
や
魚
な

ど
日
常
の
食
生
活
に
必
要
な
も
の
を

購
入
さ
れ
て
い
た
。

　
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
号
以
外
で
の
買
い

物
の
手
段
は
、
自
分
で
運
転
し
た
り
、

家
族
の
運
転
で
の
買
い
物
、
バ
ス
利

用
、
近
所
の
方
に
買
い
物
を
頼
む
と

い
う
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
号
の
撤
退
に

伴
う
買
い
物
困
難
者
へ
の
影

響
は
ど
の
く
ら
い
と
考
え
て
い
る
か

問
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
日
常
の

食
生
活
で
必
要
な
食
品
を
購

入
さ
れ
て
い
る
結
果
が
あ
る
の
で
撤

退
の
影
響
は
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、

買
い
物
の
手
段
と
し
て
は
、
撤
退
の

影
響
で
毎
日
の
食
事
に
困
る
と
い
う

状
況
で
は
な
い
が
、
買
い
物
の
手
段

が
一
つ
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

商
品
を
選
ん
で
購
入
す
る
楽
し
さ
や
、

移
動
販
売
車
を
核
と
し
た
出
会
い
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
も
あ
っ

た
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

９
月
議
会
に
お
い
て
は
、
あ

い
の
わ
事
業
の
買
い
物
代
行

や
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
健

康
福
祉
課
と
、
運
営
の
委
託
先
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
情
報
共
有

に
よ
り
、
効
果
的
な
買
い
物
支
援
に

つ
い
て
民
間
の
協
力
体
制
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
地
域
振
興
協
議
会
と
連

携
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
協
議

米
澤

町
長

町
長

米澤睦雄 議員

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援

Ｑ 

高
島
屋
撤
退
後
の
取
り
組
み
は

Ａ 

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

三
鴨

町
長

米
澤

三
鴨
米
澤

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
、
地
域
福
祉
計
画
の
取

り
組
み
と
し
て
の
移
動
支
援

の
要
望
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
地
域
振
興
協
議
会
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
今
後
地
域
振
興

協
議
会
と
連
携
し
て
買
い
物
を
目
的

と
し
た
移
動
支
援
の
取
り
組
み
に
つ

な
げ
る
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業

者
の
取
り
組
み
と
し
て
、
丸
合
西
伯

店
と
Ｊ
Ｏ
C
Ａ
南
部
が
行
っ
て
い
る

買
い
物
代
行
事
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
周
知
、
配
送
で
鳥
取
県
中
山
間
集

落
見
守
り
活
動
の
協
定
を
締
結
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。
あ
い
の
わ
銀
行

の
買
い
物
代
行
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
効
果
的
な
支

援
策
と
な
る
よ
う
見
直
し
な
ど
検
討

し
た
い
。今

、
移
動
販
売
車
が
な
く

な
っ
た
後
、
買
い
物
困
難
者

の
支
援
に
つ
い
て
明
快
な
解
決
策
に

は
な
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
。

　
一
つ
、
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し

丸
」
と
い
う
事
業
者
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
と
く
し
丸
」
は
、
全
国
展
開
を

目
指
し
て
事
業
展
開
を
し
て
い
る
事

業
者
で
あ
る
。
全
国
の
地
域
ス
ー

パ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
個
人
事
業
者

を
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
移
動
販

町
長

売
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
「
と
く
し

丸
」
は
個
人
事
業
者
を
募
集
し
て
い

る
の
で
南
部
町
で
も
こ
う
い
う
移
動

販
売
事
業
者
を
募
集
す
る
の
も
一
つ

の
手
で
は
な
い
か
。
　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
全
国
展
開
し
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
に
は
、
起
業
マ
イ
ン
ド
、

事
業
者
と
し
て
や
っ
て
や
ろ
う
、
ぜ

ひ
こ
の
地
域
の
高
齢
者
た
ち
を
支
え

た
い
と
い
う
志
を
持
っ
た
若
者
が
出

て
き
た
ら
そ
う
い
う
こ
と
を
探
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ
ろ
う
と

思
う
。

米
澤

町
長

排
除
木
伐
採
の
補
助
を
求
め

る
。

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
加
え
、
森
林
所

有
者
の
森
林
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
管

理
さ
れ
な
い
状
況
に
よ
り
住
宅
地
等

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
樹
木
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
有
財
産

な
の
で
行
政
が
手
を
出
せ
な
い
。

﨏
田

町
長

とくし丸

危険木の現状とくし丸
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一般質問

背
景
　
令
和
２
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、

米
の
消
費
が
落
ち
込
み
、
令
和
２
年
、

令
和
３
年
と
米
価
が
下
落
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
県
西
部
で
は
昨
年
、
米

の
第
一
次
引
き
取
り
価
格
を
30
㎏
あ

た
り
で
１
千
円
か
ら
1.4
千
円
も
引
き

下
げ
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　
お
米
の
収
穫
量
を
10
a
（
１
反
）

当
た
り
平
均
で
８
俵
取
れ
る
と
し
て
、

１
俵
を
60
㎏
と
す
る
と
、
１
俵
で
２

千
円
か
ら
2.8
千
円
下
が
っ
た
事
に
な

る
。

　
８
俵
で
４
８
０
㎏
だ
と
、
１
万
６

千
円
か
ら
２
万
２
４
０
０
円
。

　
こ
れ
を
30
a
（
３
反
）
の
田
に
直

す
と
４
万
８
千
円
か
ら
６
万
７
２
０

０
円
の
収
入
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

近
隣
自
治
体
で
米
価
下
落
の

対
策
と
し
て
直
接
支
払
い
の

対
策
を
取
っ
て
い
る
が
、
何
故
南
部

町
で
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
米
価
下
落
対
策
と
し
て
近
隣
自
治

体
で
行
っ
て
い
る
補
助
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
で
影

響
を
受
け
る
多
様
な
農
作
物

の
生
産
活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

　
他
の
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
米
価

下
落
対
策
は
南
部
町
の
多
く
を
占
め

る
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
効
果
的
な

方
策
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
販
売
増
進
を
目
指
す
生
産
活
動
に

取
り
組
む
農
家
に
対
し
て
、
作
物
や

規
模
を
問
わ
ず
に
応
援
し
て
行
き
た

い
。

南
部
町
が
行
お
う
と
し
て
い

る
米
価
下
落
対
策
は
ど
の
様

に
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

農
産
物
を
問
わ
ず
、
多
様
な

農
業
生
産
と
販
売
活
動
の
活

性
化
に
繋
が
り
、
生
産
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
施
策
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ
た
農
業

町
長

町
長

加
藤

加
藤

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
南
部
町
だ

よ
り
以
外
に
周
知
を
行
っ
た

か
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で

の
周
知
に
は
限
界
が
あ
る
。

保
健
師
や
医
療
機
関
、
民
生
委
員
の

力
を
借
り
て
周
知
し
た
い
。

民
生
委
員
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

行
う
予
定
は
な
い
か
？

２
月
の
民
生
児
童
委
員
協
議

会
で
特
別
障
が
い
者
手
当
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
延
期
と
な
っ
た
。

　
３
月
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で

説
明
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

加
藤

加
藤

町
長

町
長 特

別
障
が
い
者
手
当

Ｑ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
南
部
町
だ
よ
り
以
外
に
周
知
を

Ａ 

保
健
師
や
医
療
機
関
、
民
生
委
員
の
力
を
借
り
て

機
械
の
購
入
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

生
産
効
率
の
向
上
を
は
か
り
、
稲
作

に
限
ら
ず
果
樹
や
畑
作
の
収
益
性
の

向
上
と
高
収
益
作
物
等
へ
の
新
た
な

取
り
組
み
へ
期
待
す
る
。

柿
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
を
求
め
る
。

果
樹
園
の
防
除
支
援
を
考
え

て
い
る
。
併
せ
て
、
収
入
保

険
の
加
入
支
援
や
果
樹
生
産
振
興
事

業
の
活
用
の
促
進
を
考
え
て
い
る
。

町
長

加
藤

人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
、
本
町
の
魅
力
を
高

め
、
様
々
な
転
入
策
や
定
住
策
、
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
業
が
開

始
さ
れ
る
。
実
施
内
容
と
見

通
し
に
つ
い
て
問
う
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
を

希
望
さ
れ
な
い
、
18
歳
か
ら

中
高
年
ま
で
の
幅
広
い
方
を
想
定
し

て
い
る
。
町
内
外
事
業
所
の
生
産
性

向
上
と
働
き
手
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。

町
の
活
力
の
基
本
で
あ
り
、

地
域
経
済
を
支
え
る
町
内
事

業
者
の
振
興
策
に
つ
い
て
以
下
を
求

め
る
。

　
①
小
規
模
工
事
等
取
扱
要
綱
を
見

直
し
、
工
事
等
発
注
金
額
の
増
額
を

求
め
る
。

　
②
起
業
促
進
奨
励
金
制
度
は
若
者

の
挑
戦
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

更
な
る
拡
充
支
援
の
充
実
を
求
め

る
。

①
商
工
会
の
工
業
部
会
で
の

検
討
結
果
を
も
と
に
協
議
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
②
町
と
商
工
会
で
共
同
策
定
し
た

経
営
発
達
支
援
計
画
を
通
じ
て
、
発

達
支
援
策
に
つ
な
げ
た
い
。

企
業
誘
致
の
促
進
に
つ
い

て
、
土
地
利
用
計
画
に
着
手

す
る
事
業
が
あ
る
。
具
体
的
な
施
策

を
問
う
。企

業
誘
致
の
促
進
も
含
め
、

今
後
の
宅
地
事
業
に
も
応
え

ら
れ
る
効
率
的
、
効
果
的
な
土
地
利

用
に
つ
い
て
整
備
計
画
を
立
て
る
。

板
井

町
長

板井　隆 議員

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整

備
事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
事
業
内
容
を
問
う
。

国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
を
活
用
し
、

緑
水
湖
研
修
館
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
虹
の
村
コ
テ
ー
ジ
を
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
改
修
す

る
。

一
年
が
経
過
し
た
公
共
交
通

の
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
仕
組
み

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
自
宅
近
く
ま

で
迎
え
に
行
く
仕
組
み
を
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
人
口
減
少
対

策
へ
の
町
長
の
方
針
と
今
後
の
施
策

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

町
で
生
ま
れ
た
方
、
住
み
た

い
と
思
う
方
が
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
町
づ
く
り
を
基
本
に
、
人
口

減
少
を
緩
や
か
に
す
る
。

　
少
子
化
対
策
、
移
住
定
住
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
長
期
的
に
は
人
口
が

減
少
し
て
も
安
心
で
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
を
町
民
や
デ
ジ

タ
ル
の
力
を
借
り
て
、
作
り
上
げ
た

い
。

板
井

板
井

町
長

町
長

板
井

町
長

板
井

板
井

町
長

町
長

背
景

背
景 人

口
減
少
対
策

Ｑ 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

Ａ 
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り

加藤　学 議員

米
価
下
落
対
策

Ｑ 

10
ア
ー
ル
当
た
り
４
千
円
の
補
助
を
求
め
る

Ａ 

南
部
町
で
は
効
果
的
な
方
策
で
は
な
い

緑水湖研修センターしごとコンビニのしくみ
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農
業
従
事
者
が
高
齢
に
な
り

担
い
手
が
な
く
、
米
作
農
家

で
は
田
を
維
持
す
る
だ
け
で
、
な
か

な
か
経
営
が
お
ぼ
つ
か
ず
離
農
す
る

方
も
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農

地
の
管
理
が
で
き
な
い
な
ど
の
相
談

を
受
け
て
い
る
。
農
地
の
中
で
耕
作

条
件
が
よ
い
圃
場
に
つ
い
て
は
農
業

法
人
や
専
業
の
大
規
模
経
営
農
家
に

紹
介
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
と

な
ら
な
い
よ
う
集
積
、
集
約
化
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
を
始
め

た
い
と
い
う
相
談
も
あ
り
、
新
し
い

担
い
手
と
な
る
人
材
が
、
少
し
づ
つ

で
は
あ
る
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
新
た

な
担
い
手
と
な
る
方
が
円
滑
に
就
農

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
集
落
で
、
年
々
人
口

減
少
を
き
た
し
集
落
機
能
が

維
持
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
場
合

の
手
立
て
は
考
え
て
い
る
の
か
。

国
や
県
の
指
導
に
よ
り
、
将

来
方
針
を
作
成
す
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
へ
の
取
組
を
開

始
し
て
い
る
。
５
年
後
、
10
年
後
に

耕
作
で
き
る
の
か
、
出
来
な
い
場
合
、

代
わ
り
に
耕
作
す
る
人
や
団
体
は
あ

る
の
か
を
集
落
内
で
話
し
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
話
し
合
い
に
際
し

て
は
産
業
課
が
支
援
を
す
る
。

仲
田

町
長

町
長

設
立
当
初
の
地
域
振
興
協
議

会
か
ら
、
十
数
年
経
過
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
動
内
容
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
問
う
。

各
地
域
振
興
協
議
会
と
も
役

員
の
担
い
手
や
事
業
の
継
続

性
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ど
の
協
議
会
も
新
た
な
担
い
手
の
発

掘
が
必
要
だ
。
人
口
が
減
少
し
て
い

る
社
会
、
さ
ら
に
は
民
間
に
お
い
て

定
年
延
長
制
度
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る

中
で
、
担
い
手
確
保
と
い
う
点
で
困

難
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
だ

と
聞
い
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
に
担
い
手
を
確
保
す
る

か
、
事
業
継
続
す
る
の
か
協
議
を

行
っ
て
い
く
重
要
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。町

は
今
後
の
地
域
振
興
協
議

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。

町
と
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら

協
議
会
と
の
協
働
活
動
の

テ
ー
マ
と
し
て
「
防
災
と
地
域
福

祉
」
を
揚
げ
連
絡
会
等
を
通
じ
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
昨
年
の
７
月
豪

雨
に
お
い
て
は
、
短
時
間
で
集
中
し

て
豪
雨
が
あ
り
道
路
陥
没
、
土
砂
崩

れ
、
道
路
や
公
共
施
設
の
被
害
が
多

く
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
行
政
の
初
動
対
応
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
。
地
域
で
の
日
ご
ろ
の
防

災
の
取
組
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
南

部
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
を
実
効
あ

る
計
画
に
し
て
い
く
た
め
に
、
行
政

だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
、
暮
ら
し

に
密
着
し
た
小
地
域
で
の
福
祉
機
能

の
充
実
に
向
け
行
政
と
協
議
会
が
協

力
し
て
進
め
た
い
。

仲
田

町
長

仲
田

町
長

仲田司朗 議員

過
疎
化
に
伴
う
今
後
の
農
業
政
策

Ｑ 

中
山
間
集
落
で
の
、
集
落
機
能
維
持
は

Ａ 「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
を
支
援
し
た
い

地
域
振
興
協
議
会

Ｑ 

地
域
振
興
協
議
会
の
在
り
方
は

Ａ 「
防
災
と
地
域
福
祉
」
を
進
め
る

仲
田

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
数
は
依
然
と
し
て
減
ら

ず
、
本
町
で
暮
ら
す
多
く
の
家
庭
の

収
入
は
減
少
し
、
日
々
の
生
活
に
苦

心
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
が
実
情

だ
。
本
町
は
昨
年
４
ヶ
月
間
の
水
道

基
本
料
金
の
減
免
を
実
施
し
町
民
の

方
か
ら
喜
ば
れ
た
声
を
聞
い
た
。

　
再
度
の
上
水
道
料
金
と
合
わ
せ

て
、
下
水
道
料
金
の
使
用
料
金
の
減

免
を
求
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の

歳
入
不
足
は
当
然
発
生
す
る
と
思

う
。
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
補

填
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

町
が
行
っ
た
令
和
２
年
４
月

か
ら
４
ヶ
月
間
の
水
道
料
金

減
免
の
背
景
は
、
日
本
政
府
が
感
染

拡
大
を
止
め
る
た
め
に
４
月
16
日
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
町
民
全
体
が
自
粛
を
求
め

ら
れ
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
自

宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
、
水

道
使
用
料
も
お
の
ず
と
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
自
粛
生
活
に
お
け

る
暮
ら
し
支
援
と
し
て
、
水
道
料
金

の
減
免
を
し
た
。

　
現
時
点
で
町
で
は
令
和
２
年
４
月

前
後
の
状
況
に
は
な
い
の
で
上
下
水

道
の
減
免
、
一
般
会
計
か
ら
水
道
会

計
補
填
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長
は
、
上
下
水
道
そ
れ
ぞ

れ
の
減
免
の
考
え
は
な
い
と

言
わ
れ
た
。
日
常
、
自
宅
か
ら
離
れ

る
方
、
学
童
、
自
宅
外
で
仕
事
を
さ

れ
る
方
は
24
時
間
の
利
用
は
な
い

が
、
や
は
り
上
下
水
道
の
利
用
の
頻

度
は
大
き
い
と
思
う
。

　
上
下
水
道
料
金
負
担
軽
減
を
重
ね

て
求
め
て
お
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
は
、
誰
で
も
必
要
な

と
き
に
自
己
負
担
な
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　
県
外
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
で
も
感

染
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
自
覚
が
な
く
て
も
感
染
し
て
い
た

ら
家
庭
内
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
と

専
門
家
が
意
見
を
し
て
い
る
。
一
日

も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を

図
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
気
軽

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

　
こ
れ
ま
で
西
伯
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
た
人
数
、
負
担
し
て
い
る

人
、
負
担
の
無
か
っ
た
人
そ
れ
ぞ
れ

幾
ら
だ
っ
た
か
。

　
３
年
度
補
正
予
算
は
３
月
31
日
ま

で
無
料
で
の
検
査
が
出
来
る
が
、
４

月
１
日
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
終
わ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

引
き
続
き
無
料
で
検
査
す
べ
き
だ
。

西
伯
病
院
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は

２
月
24
日
ま
で
で
１
９
５
４

件
こ
の
う
ち
１
０
７
５
件
を

外
部
発
注
し
た
。
検
査
に
係
る
費
用

は
１
９
５
４
件
の
内
、
保
険
診
療
と

し
た
も
の
は
１
７
６
５
件
自
費
診
療

の
も
の
は
１
８
９
件
。

　
今
年
１
月
31
日
か
ら
の
検
査
は
２

月
24
日
１
９
２
件
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
金
額
は
15
万

３
千
円
。

　
県
で
無
料
検
査
所
を
設
置
し
増
設

さ
れ
て
か
ら
、
町
独
自
で
今
後
無
料

検
査
制
度
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

上
下
水
道
料

Ｑ 

使
用
料
金
の
減
免
を
求
め
る

Ａ 

減
免
は
考
え
て
い
な
い

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

Ｑ 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
無
料
化

Ａ 

無
料
化
の
制
度
は
必
要
な
い

亀
尾

町
長

亀
尾

亀尾共三 議員

亀
尾

町
長
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現
在
町
が
進
め
る
町
立
保
育
園

の
統
合
、
定
数
削
減
、
民
間
移

管
は
、
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
が

人
口
減
と
町
の
財
政
負
担
の
軽
減
だ
。

　
児
童
福
祉
法
は
、
国
と
自
治
体
が
、

「
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
最
善
の

利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
こ

と
」
を
明
記
し
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
、
保
育
士
の
確
保
等
、
保
育
事

業
の
実
施
に
当
た
り
当
面
す
る
課
題

解
決
に
向
か
う
根
本
的
な
姿
勢
は
、

児
童
福
祉
法
の
原
理
に
立
つ
こ
と
が

自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

町
の
子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
施
設
や
制
度
が
望
ま
し
い
の

か
、
子
育
て
し
や
す
い
地
域
に
す
る

た
め
の
施
設
形
態
や
配
置
、
運
営
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
現
場
の
保

護
者
、
保
育
者
、
住
民
の
意
向
を
踏

ま
え
た
丁
寧
な
議
論
と
検
討
が
必
要

だ
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
議
論
を
踏

ま
え
、
公
立
４
保
育
園
の
維
持
を
求

め
る
。

町
長
は
先
の
議
会
答
弁
で
入

所
児
童
を
90
人
も
減
ら
す
定

数
削
減
に
は
納
得
し
て
い
な
い
と

い
っ
て
い
た
が
、
定
数
削
減
を
ど
う

考
え
る
か
。

保
育
園
の
規
模
を
決
め
る
の

は
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
な

の
で
、
そ
こ
で
慎
重
に
ご
審
議
い
た

だ
き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
再

度
考
え
る
と
の
答
弁
と
聞
い

た
。
ま
た
、
町
長
は
「
で
き
れ
ば
町

の
保
育
園
で
安
心
し
て
ゼ
ロ
歳
児
の

保
育
も
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
一
番

望
ま
し
い
」
と
も
答
弁
し
て
い
る
。

そ
れ
を
実
践
す
る
の
が
町
長
の
仕
事

で
は
な
い
か
。

小
規
模
保
育
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
理
想

は
、
２
，
３
歳
に
な
っ
た
ら
保
育
園

を
動
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
よ

う
な
環
境
は
望
ま
し
い
と
は
思
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
歳

児
の
話
を
し
た
つ
も
り
だ
。

建
設
費
に
つ
い
て
は
町
に
補

助
金
が
来
な
い
の
で
民
設
の

町
長

ほ
う
が
有
利
だ
と
財
政
審
で
説
明
し

て
い
る
が
、
町
が
議
会
に
示
し
た
資

料
で
は
、
建
設
費
を
７
億
５
千
万
円

と
し
て
、
起
債
償
還
も
含
め
総
額
で

は
、
15
年
間
で
約
５
８
２
万
円
、
一

年
で
は
約
40
万
円
し
か
違
わ
な
い

が
、
そ
れ
を
認
め
る
か
。

建
設
費
に
つ
い
て
は
そ
う

だ
。

運
営
費
に
つ
い
て
も
年
約
一

億
円
の
差
が
あ
る
と
し
て
い

る
が
、
交
付
税
算
定
分
は
入
っ
て
い

な
い
。
算
定
分
は
い
く
ら
と
考
え
る

か
。

約
７
６
０
０
万
円
余
り
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

民
設
へ
の
誘
導
的
な
資
料
と

の
疑
問
が
あ
る
。
も
う
一
度

差
し
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

数
字
の
根
拠
に
つ
い
て
は
も

う
一
度
分
析
し
た
い
と
思
う

が
大
枠
で
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
い
な
い
。
差
し
戻
す
と

い
う
よ
う
な
乱
暴
な
こ
と
は
す
る
気

は
な
い
。子

ど
も
に
最
善
の
環
境
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
見
れ

ば
、
乱
暴
な
の
は
町
の
や
り
方
そ
の

も
の
だ
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
の
違
い
は
。

保
育
園
は
、
保
育
が
必
要
な

子
ど
も
に
対
し
保
育
を
市
町

村
の
責
任
で
行
う
と
こ
ろ
だ
。
入
所

の
手
続
き
は
町
と
保
護
者
の
契
約

だ
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
設
置
者
と

保
護
者
が
契
約
を
す
る
こ
と
に
な

る
。

す
み
れ
こ
ど
も
園
は
設
置
者

が
町
だ
か
ら
町
と
保
護
者
が

契
約
す
る
が
、
民
設
に
な
れ
ば
保
育

料
は
誰
が
集
め
る
か
。

契
約
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

集
め
る
こ
と
に
な
る
。

公
立
保
育
園
の
維
持

Ｑ 

民
設
誘
導
の
資
料
で
は
な
い
か

Ａ 
数
字
の
根
拠
は
も
う
一
度
分
析
し
た
い
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背
景

町
長
就
任
二
期
２
年
目
、
前

年
度
よ
り
約
７
億
円
増
す
ボ

リ
ュ
ー
ム
あ
る
予
算
を
立
て
た
。
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

力
を
入
れ
る
と
表
明
し
、
そ
の
な
か

で
、
本
年
度
で
は
こ
れ
を
絶
対
行
い

た
い
施
策
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
目

玉
施
策
は
何
な
の
か
。

ま
ず
一
点
目
は
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
環
境
整
備
だ
。
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
特
徴
で
あ
る
感
染
カ
の

強
さ
は
、
子
ど
も
と
家
庭
感
染
を
誘

発
さ
せ
、
高
齢
者
や
福
祉
施
設
へ
の

拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
鳥
取
県
の

感
染
者
は
い
ま
だ
高
止
ま
り
状
態
に

あ
り
、
鳥
取
県
を
は
じ
め
西
部
圏
域

自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
三

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
そ
し
て
、

さ
ら
に
は
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

環
境
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
南

部
町
の
農
業
に
も
影
を
落
と
し
て
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
に
備
え
な
が
ら

も
、
南
部
町
で
希
望
を
持
っ
て
農
業

に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

農
業
機
械
の
導
入
支
援
を
小
規
模
農

家
の
方
に
も
広
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
二
点
目
は
、
未
来
に
向
け
た
自
治

体
運
営
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
後
の
新
た
な
価
値
に
基
づ
く
社
会

の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
環
境
整
備
に
よ
る

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
の
誘
致
が
今
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　
岸
田
内
閣
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
に
注
目
し
な
が
ら
、

南
部
町
の
誇
れ
る
里
山
環
境
で
の
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
、
公
共
交
通
の

乗
車
タ
ク
シ
ー
化
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
現
在
整
備
中
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、

S
D
G
s
の
理
念
で
あ
る
南
部
町
民

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
希
望
に
満

ち
た
社
会
に
向
け
て
自
治
体
運
営
の

基
盤
を
今
こ
そ
構
築
し
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
時
期
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。

　
三
点
目
は
、
暮
ら
し
を
守
り
、
次

世
代
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
の
暮
ら 

し
を
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
中
核
と

し
て
支
え
て
い
る
。
入
院
機
能
を

持
っ
た
西
伯
病
院
が
機
能
を
維
持
し
、

そ
し
て
発
展
す
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
時
期
に
来
て
い
る
。
ま
た
、
若
い

世
代
が
南
部
町
で
安
心
し
て
子
育
て

す
る
環
境
整
備
と
し
て
、
保
育
園
の

統
合
や
好
評
を
い
た
だ
く
小
さ
な
公

園
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
、

中
山
間
地
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
振
興
協
議
会
と
の
連
携
が
必
須
だ
。

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
の
中

で
南
部
町
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
道
し
る
べ

と
し
て
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
を
今

後
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２月

金
月
月
火
金
火
木

4
7
14
15
18
22
24

日 曜日 会議･行事
南部町議会臨時会
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会
令和４年度町政要望回答会
鳥取県後期高齢者医療広域連合定例会
鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会

１月

金

日

月

金

7

9

17

28

日 曜日 会議･行事

広報常任委員会①
南部町消防出初式
南部町成人式
令和４年度町政要望会
広報常任委員会②
鳥取県西部町村議会議長会臨時総会
鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会
議会全員協議会

議会活動日誌

３月

2
3
4
7
8
9
10
11
14
15
16
17
18
22
23
30

水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
火
水
水

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会
定例議会　全員協議会・本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
定例議会 常任委員会･議会運営委員会･全員協議会
定例議会　本会議
鳥取県町村議会議長会定期総会

細
田

町
長

細田元教 議員

令
和
４
年
度
の
重
点
施
策
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ウ
イ
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施
策
は

Ａ 

農
業･

デ
ジ
タ
ル･

保
健･

医
療･

福
祉
の
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　一年前までは、サラリーマンとして米子市の
会社で電車の設計業務をしていました。その中
で沢山の仲間たちと打ち合わせをするなかで、
人と人を繋ぐことが自分にとっての何よりのや
りがいがあると強く自覚するようになり、起業
しようと決意しました。

起業の動機は？Q

　全ての仕事に対して、良いも悪いも自分を磨き、
やりがいのあり、多様な仕事にも“トライ”し成果
を出すことができる。
　様々な業種の仲間たちと新たな事業に挑戦するこ
とができている。

これからの目標は？Q

　まだまだコロナという目に見えない脅威で制限
のある生活が続いていますが、菌やウイルスを家の
照明だけで分解できる時代であり、そういった光触
媒コーティング事業について認知してもらえるよ
う取り組んでいきます。　

　四月から、子供たちも幼・小・中学と新たな挑戦
をします。
　現在は、大工、図面のＣＡＤ化などの仕事をしな
がら、光触媒コーティング事業に力を注ぎ、子供た
ちに負けないよう、将来は会社経営したいと考えて
います。

仕事の魅力は？Q

　
今
回
の
『
議
会
だ
よ
り
』
の
発

行
の
話
し
で
は
な
く
、
次
回
の
発

行
の
話
し
を
し
ま
す
。

　
次
回
発
行
の
『
議
会
だ
よ
り
』

か
ら
一
般
質
問
をYouTube

に
上

げ
る
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
、
南
部
町
議
会
で
は
町

議
会
議
員
の
一
般
質
問
は
『
議
会

だ
よ
り
』
で
し
か
紹
介
出
来
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
ん
ぶ
Ｓ
Ａ
Ｎ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

の
放
送
も
あ
り
ま
し
た
が
、
都
合
、

２
回
の
放
送
で
し
た
。

　
よ
そ
の
自
治
体
で
は
一
般
質
問

を
同
時
中
継
し
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
。

　
南
部
町
議
会
は
ま
だ
そ
こ
ま
で

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的

に
は
ま
だ
、
発
信
す
る
方
法
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
印
刷
物
が
過
去
の
モ
ノ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
発
信
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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山野 雅也 さん
まさや

36歳（能竹）

親(父)と3人の子ども達の新たな挑戦

や ま の
建 　 築
Yamano Kenchiku

事業所内でのコーティング作業


